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バイオバンクセンター 

 スタッフ 

センター長        渡邉 昌俊 
副センター長       今井 裕 
   
医 師  併 任             3 名 

（個人情報管理者含む） 
臨床検査技師              1 名 
 

 特色・診療対象疾患 

当センターは 2020 年 4 月 1 日付けで、医学部か

ら医学部附属病院へ異動しました。歴史的には、各

講座で手術検体などの試料が診断、研究用に凍結保

存されていました。2013 年に、病理部と組織試料の

バンキング（凍結保管）、中央検査部と連携して血液

試料のバンキング、2014 年には、ゲノム研究に関す

る個人情報の一元管理開始、オーダーメイド医療部

（現ゲノム診療部）と連携し、DNA のバンキング開

始、2015 年には、血液・腫瘍内科との連携で、院内

外の細胞・組織のバンキングが開始されました。こ

れらのバンキングが直接診断及び治療に結びつくこ

とはありませんが、将来の疾患の診断・治療に結び

つく可能性があり、医学部及び附属病院の研究を推

進させるものであります。また、がんゲノム医療に

とっても、バイオバンクセンターの位置付けは重要

なものとなっています。 

 2019 年において、試料保管を依頼している科は、

循環器内科、血液・腫瘍内科、肝胆膵・移植外科、

消化管・小児外科、整形外科、耳鼻咽喉・頭頸部外

科、口腔外科、地域イノベーション（脳神経内科）、

保健管理センター、病理であり、対象疾患は、癌か

ら神経変性疾患の多様な疾患となっています。 

 2020 年において、バイオバンクセンターの活性化

を目指して、医学部から附属病院へ管理を移行しま

した。当院はがんゲノム医療拠点病院であるので、

バイオバンクセンターも重要な働きを求められてい

ます。 

当科の特色及び業務 

当センターは施設併設型バイオバンク センター

として、以下の業務を行なっています。 

 試料の収集(切除組織の凍結保存，末梢血由来

リンパ球不死化後凍結保存等) 。 

 個人情報の保護(試料の管理，匿名化)。 

 研究者又は診療従事者への試料供与。 

 臨床情報の付与。 

 活動実績 

1. 実績 

当センター、2021 年 12 月までに 9.762 個の検体を

凍結保管する状態です。 
2. 臨床研究等の実績 
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 今後の展望 

 当センターは、施設併設型のバイオバンクセンタ

ーとして、関連臨床諸科、ゲノム診療部、病理部と

密接な関係を結び、医学部・附属病院の診断・治療

及び研究に貢献していきます。 
 

 http://www.････.mie-u.ac.jp/････/（整備中） 


